
国・地域
温室効果ガス
排出ゼロ目標年

2030年削減
目標

基準年
2030年再生
可能エネルギー
電力導入目標

EU 2050年 ▲55％ 1990年 57%

ドイツ 2045年に前倒し ▲65％ 1990年 65%

英国 2050年 ▲68％ 1990年 ー

米国 2050年 ▲50～52％ 2005年
35年まで電力部
門でCO2排出O

日本 2050年 ▲46％ 2013年 36～38％

新婦人しんぶんより

2030年までの各国の温室効果ガス削減計画

1990年比較で40.3％
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「
巨
星
墜
つ
」
「
青
天
の
霹

靂
」
「
川
崎
に
篠
原
あ
り
」
・
・
・

各
界
か
ら
惜
し
む
声
が
尽
き
ま
せ
ん
。

77
才
で
旅
立
た
れ
た
篠
原
弁
護
士

は
群
馬
県
桐
生
市
出
身
。
足
尾
鉱
毒

事
件
で
天
皇
に
直
訴
し
た
田
中
正
造

に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
司
法
修
習

生
当
時
か
ら
安
中
公
害
事
件
に
か
か

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
被
害
者
の
悲
痛

な
声
を
聞
き
公
害
弁
護
士
と
し
て
歩

み
始
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
先
生

の
著
書
「
自
動
車
排
ガ
ス
汚
染
と
の

闘
い
」
の
冒
頭
に
は
田
中
正
造
の
直

訴
文
の
６
つ
の
要
求
が
現
代
に
通
ず

る
基
本
的
命
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
公
害
は
被
害
に
始
ま
り
被
害
に
終

わ
る
」
「
現
場
主
義
、
現
地
主
義
」

が
篠
原
弁
護
士
の
口
癖
で
裁
判
中
も

裁
判
後
も
そ
の
姿
勢
を
最
後
ま
で
崩

す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
被

告
企
業
と
国
と
の
闘
い
を
勝
利
和
解

に
導
い
た
後
は
、
そ
の
和
解
条
項
を

力
に
「
被
害
者
の
救
済
」
「
公
害
の

根

絶

」

「

環

境

再

生

と

ま

ち

づ

く

り

」

の

課

題

で

「

川

崎

市

成

人

ぜ

ん

息

患

者

医

療

費

助
成
条
例
」

の

制

定

、

PM

２

・

5

の

環

境

基

準

制

定

の

た

め

の

環

境

省

交

渉
、

国
道
15
号
の
環
境
改
善
や
車
線
削
減
、

川
崎
駅
東
口
の
地
上
平
面
横
断
可
の

構
造
、
市
役
所
通
り
と
新
川
通
の
改

善
等
の
実
現
に
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。公

害
弁
護
団
連
絡
会
議
幹
事
長
、

自
由
法
曹
団
団
長
等
々
要
職
を
務
め

る
一
方
で
、
人
権
裁
判
や
労
働
事
件
、

か
わ
さ
き
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
、
か

な
が
わ
９
条
の
会
等
で
も
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
患
者
会
で
は
フ
ェ
ス
タ
の

企
画
や
作
文
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
審

査
員
を
務
め
ら
れ
、
患
者
会
文
化
祭

に
は
忙
し
い
中
、
必
ず
顔
を
見
せ
て

患
者
と
と
も
に
恒
例
の
「
炭
坑
節
」

の
輪
に
入
っ
て
踊
っ
て
い
る
姿
を
忘

れ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

つ
い
最
近
、
川
崎
国
道
事
務
所
と

の
合
同
現
地
視
察
で
国
道
15
号
を
一

緒
に
歩
い
た
時
の
後
ろ
姿
が
目
に
浮

か
び
ま
す
。
卓
越
し
た
知
識
と
見
識

か
ら
出
る
辛
口
は
そ
の
裏
に
暖
か
な

人
間
愛
が
あ
る
の
を
感
じ
つ
つ
、
今

で
は
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
又
、
相
談
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
も
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
！

川
崎
公
害
病
患
者
家
族
の
会
事
務
局

堀
田
惠
子

相談事例
（その194)絵

手
紙

新婦人・川崎南支部ラベンダー班
井上朋子さん(桜本在住）

篠
原
義
仁
弁
護
士
を
偲
ん
で

日
本
で
は

40
℃
を
超
え
る
酷
暑
や

観
測
記
録
を
塗
り
替
え
る
大
雨
。
ア
メ
リ

カ
の
北
西
部
沿
岸
と
カ
ナ
ダ
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
、
地
中
海
沿
岸
な
ど
の
温
帯
地

域
で
は

50
℃
前
後
の
熱
波
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

中
国
で
は
豪
雨
に
よ
る
大
洪
水
の
発
生
。

大
規
模
な
森
林
火
災
や
氷
河
や
氷
床
の
溶

解
な
ど
の
増
加
な
ど
等
。
激
し
さ
を
増
す

極
端
な
現
象
も
、
気
候
危
機
の
始
ま
り
に

す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
危
機
的

事
態
を
克
服
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
。

国
連
の

I
P
C
C
の
報
告
書
で
地
球
の

平
均
気
温
は
産
業
革
命
以
降
、
約

1
・

1

℃
上
昇
。
今
後
世
界
の
平
均
気
温
が

1
・

5
℃
上
昇
す
る
と
、
熱
波
が
多
発
す
る
。

ま
た
海
中
で
も
多
様
な
生
態
系
の
中
心
を

担
う
サ
ン
ゴ
は
1
・

5
℃
上
昇
で

70
～

90

％
失
わ
れ
、

2
℃
上
昇
す
る
と
白
色
化
し

ほ
ぼ
死
滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
も
シ
ベ
リ
ア
等
の
永
久
凍
土
地
帯
で
土

壌
中
の
有
機
物
の
腐
敗
が
進
み

C
O
2
や

そ
の

20
倍
以
上
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
あ
る

メ
タ
ン
が
大
量
に
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
大
規
模
森
林

火
災
は
、

C
O
2
を
放
出
す
る
だ
け
で
は

な
く
、

C
O
2
の
吸
収
源(

花
や
木
や
森)

減
ら
し
ま
す
。
そ
し
て
温
暖

化
が
進
み
あ
る
転
換
点
を
超

え
た
ら
、
地
球
の
シ
ス
テ
ム

が
激
変
し
人
類
の
生
存
も
脅

か
す
「
回
復
不
能
な
破
滅
的
状
況
」
に
至

り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
で
は

10
年
弱
で

C
O
2
な
ど
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
許
容
の
上
限
に
達
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
31
日
か
ら
開
か
れ
て
い
る

C
O
P

26
で
解
決
の
糸
口
が
見
い
だ
せ
る
か
？

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

シリーズ

ご存知ですか

気
候
変
動

２
０
３
０
年
ま
で
が
カ
ギ

１

、
市
古
ひ

ろ
か
ず
候

補

は

、
全
市
的

な
問
題
や

地

域

の

要

求

を

受

け

止

め

「

３
つ
の
テ

ェ
ン
ジ
」

を

訴
え
闘
っ
た
。

２

、
（
憲
法

を
暮
ら
し

の

中

に
生
か
し

）
新
型
コ

ロ

ナ

か
ら
命
を

守
る
た
め

の

諸

施
策
の
訴

え
、
臨
海

部

の

大
規
模
開

発
よ
り
市

民

の

暮
ら
し
優

先
、
と
り

わ

け

子
ど
も
の

医
療
費
を

中

学

卒
業
ま
で

無
料
化
へ

の

テ

ェ
ン
ジ
の

訴
え
は
大

き

な
意
義
が
あ
っ
た
。

３

、
県
内
最

悪
で
あ
る

子

ど

も
の
医
療

費
問
題
・

認

可

保
育
園
の

増
設
な
ど

、

豊

か
な
財
政

を
市
民
生

活

に

生
か
す
市

政
の
在
り

方

を
語
り
続
け
た
。

４
、
選
挙

戦
を
通
じ

て
、

南
部
地
域
か
ら
北
部
地
域

の
中
で
市

民
生
活
に

大
き

な
影
響
を

及
ぼ
し
て

い
る

問
題
の
実

態
を
つ
ぶ

さ
に

見
学
し
、

解
決
の
た

め
に

取
り
組
む

姿
勢
に
多

く
の

共
感
を
読

ん
だ
こ
と

は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

５
、
川
崎

民
主
市
政

を
つ

く
る
会
は

、
市
民
の

運
動

と
深
く
連

帯
し
な
が

ら
市

古
候
補
が

掲
げ
た
「

３
つ

の
テ
ェ
ン

ジ
」
実
現

に
向

け
て
今
後

も
力
を
尽

く
し

て
い
く
決
意
で
す
。

２
０
２
１
年
10
月
31
日

川
崎
民
主
市
政
を

つ
く
る
会

川
崎
合
同
法
律
事
務
所

川
崎
市
長
選
挙
た
た
か
っ
て

「
川
崎
民
主
市
政
を
つ
く

る
会
」
は
、
市
長
選
挙
を

終
え
て
談
話
を
発
表
し
ま

し
た
。

そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。



10 月 の 相 談 内 容 と 件 数

（9月21日～10月20日に受けたもの）

住 宅 問 題 2 25

相談内容  　

件　　数

当月 1-10月合計

生 活 保 護 0 13

身 障 者 問 題 0 2

就 職 ・ 仕 事 0 5

医 療 ・ 病 院 0 3

市 へ の 要 求 0 0

多 重 債 務 0 0

子 供 問 題 0 2

架 空 請 求 0 0

税 金 ・ 年 金 1 5

不 動 産 問 題 1 11

後 見 ・ 相 続 3 33

弁護士等の相談 2 22

そ の 他 6 39

合　　　　計 15 162

離 婚 問 題 0 2

交 通 事 故 0 0

開設からの総合計
（2003年9月）

7690

１１月の予定
★無料法律相談日
11月16日(火）
午後6時30分より
予約が必要です。
時間が限られています要

２
０
２
１
年
３
月
の
地
域
の

「
誕
生
日
お
め
で
と
う
会
」(
３

月
発
行
）
に
載
っ
た
記
事
で
す
。

１
９
４
６
年(

昭
和

21
年
）

３
月
23
日
、
岩
手
県
盛
岡
市
生

ま
れ
、
６
人
兄
弟
の
末
っ
子
、

長
女
は
今
年
91
歳
、
16
歳
違
い

ま
す
。
父
親
は
岩
手
大
学
の
依

頼
で
南
部
鉄
器
の
馬
の
レ
リ
ー

フ
等
を
作
成
す
る
職
人
、
中
学

３
年
生
の
時
、
姉
の
結
婚
式
で

脳
溢
血
で
倒
れ
死
去
。

高
校
時
代
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
担
当
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
各
地
へ
。

高
校
卒
業
後
、
集
団
就
職
で

浮
島
の
シ
リ
コ
ン
製
造
の
㈱
日

本
ユ
ニ
カ
ー
に
入
社
、
外
資
系

の
会
社
の
た
め
英
会
話
の
教
室

に
通
う
、
一
方
で
組
合
活
動
に

も
そ
の
頃
の
あ
だ
名
は
チ
ョ
ロ

チ
ョ
ロ
し
て
た
の
で
「
シ
ュ
ー

さ
ん
」(

ネ
ズ
ミ
）
。

奥
さ
ん
と
は
、
神
奈
川
合
唱

団
研
究
生
35
期
の
同
期
で
す
。

家
賃
２
７
０
０
円
の
上
大
岡
の

社
宅

に
３
年

、
川

崎
南

部
地
区

の
要

請
で

渡
田
地

域
の

支
部

長
と
し

て
川

崎
に
転
居
。

職

場
環
境

改
善

の
闘
い
な
ど
で
思
想
信
条
賃
金

差
別
裁
判
で
親
睦
会
な
ど
で
村

八
分
、
本
社
に
配
置
転
換
し
死

後
と
も
干
さ
れ
て
い
た
が
そ
れ

に
も
め
げ
ず
仲
間
と
パ
ソ
コ
ン

勉
強
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど

で
、
改
善
し
社
長
賞
も
も
ら
う
。

仲
間
と
思
想
信
条
賃
金
差
別
裁

判
を
７
年
間
闘
っ
て
勝
利
し
ま

し
た
。

50
代
後
半
か
ら
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
と
診
断
さ
れ
現
在
は
、
言
語

障
害
・
記
憶
障
害
で
要
介
護
２
、

リ
ハ
リ
ビ
中
で
す
。

２
０
２
１
年

11
月
１
日
逝
去

合
掌

中央地域
境町相談所
日本共産党中央地域

後援会事務所
「困ったとき・

迷ったとき」
ご相談ください。

午後 13時～16時
(土・日・祭日除く）

電話 044-233-5812
所長 片柳すすむ

９
月
18
日
、
中
島
廣
信
さ
ん

は
家
族
の
見
守
る
中
旅
立
ち

ま
し
た
。
享
年
72
歳

県
委
員
会
の
藤
井
さ
ん
、

小
川
さ
ん
、
セ
ン
タ
ー
の
宮

原
が
、
妻
の
禎
子
さ
ん
３
人

の
子
供
さ
ん
と
相
談
し
て
、

当
初
は
家
族
葬
を
と
考
え
て

お
ら
れ
た
禎
子
夫
人
に
中
島

さ
ん
は
幅
広
い
お
付
き
合
い

を
し
て
き
た
人
だ
か
ら
お
通

夜
と
告
別
式
を
や
り
ま
し
ょ

う
と
提
案
し
、
無
宗
教
、
中

島
さ
ん
の
好
き
な
音
楽
葬
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
通
夜
の
弔
辞
は
田
母
神

県
委
員
長
、
光
野
正
洋
さ
ん
、

同
じ
地
域
の
仲
間
の
高
橋
惠

子
さ
ん
、
神
奈
川
労
連
の
岡

本
一
さ
ん
、
は
た
の
君
枝
衆

議
院
議
員
に
お
願
い
し
、
告

別
式
で
は
慶
応
大
学
名
誉
教

授
小
林
節
さ
ん
、
作
曲
家
・

音
楽
家
の
長
森
か
お
る
さ
ん
、

宮
原
春
夫
所
長
が
弔
辞
と
い

う

形

に

し

ま

し

た
。
祭
壇
を
質
素
な
も
の
に

し
つ
つ
も
お
花
で
い
っ
ぱ
い

に
し
献
花
方
式
に
し
ま
し
た
。

中
島
さ
ん
の
幅
広
い
活
躍
と

交
友
関
係
を
示
す
よ
う
に
お

通
夜
は
２
１
５
人
、
告
別
式

に
は
65
人
の
方
が
参
列
さ
れ
、

ご
遺
族
の
予
想
を
は
る
か
に

超
え
る
も
の
で
し
た
。

中
島
さ
ん
は
外
で
の
活
動

を
家
の
中
に
持
ち
込
ま
な
い

人
だ
っ
た
よ
う
で
、
禎
子
夫

人

も

３

人

の

お

子

さ

ん

も

「
皆
さ
ん
の
弔
辞
を
聞
い
て

故
人
の
付
き
合
い
の
広
さ
が

分
か
り
初
め
て
知
る
事
ば
か

り
で
ビ
ッ
ク
リ
す
る
や
ら
嬉

し
い
や
ら
」
と
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。
葬
義
と
は
故
人

を
弔
う
だ
け
で
な
く
残
さ
れ

た
家
族
と
参
列
者
を
激
励
し

心
に
残
る
も
の
に
す
る
こ
と

だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

宮
原
春
夫

年々、後見問題とともに、遺言書の相談

が増えてきています。

くらしの相談センター所長がセミナー・

公演での後見・遺言書の作成の重要性を訴

えてきた事が、皆様の理解を経て相談件数

が増えて、セミナーを開催している相談セ

ンターとしても喜ばしい限りです。

これからも皆様の頼りになる、くらしの

相談センターでありたいと思っています。

東大名誉教授児玉龍彦氏によると次の理由ら

しい。①大流行の最中、ウイルスは猛烈に自己

のコピーを作り、コピーがコピーを作る。その

時コピーをミスする。ミスが積み重なるとやが

てコピーできなくなり、ウイルスは増えなくな

る。それで感染者が急速に減る。コロナが大流

行して収まるのはこのため。

②コロナで重症化とは、ウイルスが体内に増え

ただけではなく、その結果、免疫が暴走するか

ら。そのため、免疫不全の人にはコロナの症状

があまり出ない。しかし体内に抱えたたくさん

のウイルスが変異。時に新たな流行を呼び起こ

すこともある。

鎮静化してきている今こそ、大規模検査を実施

し、医療体制を整備するときではないでしょう

か。(新かながわ10・3)
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